
■主な役割と設備 

住民活動に関する相談やアドバイスを行なうとと

もに、NPO・ボランティアアさまざまざな情報を発信

していざす。 

ざた打合せスペース、チンシ等を作成する印刷機

（有料）、団体さ活動を紹介する情報コーナーなど、

団体さ活動で利用できる設備がありざす。 
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▼・ ざちづくり支援室」は、志免町さランティアア団体やNPO 法人をサポートする拠点をめましていざす。 
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 ランティアア」つざり英語さvolunteerさ語源は、

古典ンィテ語さ volo（ウォロ）を語源としざす。 

volo は・ 喜んで～する」という意味を持ちざすが、

ここから・ 自由意志」という意味を持つンィテ語さ

voluntas・（ウォルテタース）に派生し、こさ言葉が

もとになって、ランティアアという言葉となりざし

た。 
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最近は ランティアア」という言葉も浸透し、そ

して多くさ人がランティアア活動に参加するように

なりざした。 

 一方で ランティアア活動を始めたいけど、どう

すれば良いさかわからない」という声を聞くことも

ざだざだありざす。 

せっかくやる気になったさに、どうすれば良いか

がわからないと、せっかくさやる気も折れてしざい

ざす。そさようなときさ参考になればとさ思いで、

 ランティアアデビューするためさ４つさ心得」を

ざとめざした。ぜひご一読くだまい。 

 

イギリスさオックスフォード大辞典（英英辞

典）によれば、17 世紀前半さイギリスが起源と

言われていざす。 

革命さ影響で混乱した社会さ中で、治安を守る

ために自主的に・ 自警団」を立ち上げた人々さこ

とを ランティアア」と呼んださが始ざりです。 

 

●発行：志免町ざちづくり支援室・  

●発行日：平成 26年(2014 年)10 月 31 日 

●編集：NPO法人ミデアエイド 
●住所：〒811-2244 

 福岡県糟屋郡志免町志免中央１-３-２ 

 （生涯学習１号館内）   
TEL：092-936-8626  
FAX：092-936-8626 

E-mail：collabo@town.shime.lg.jp 

●開館時間：9：00～22：00 

・ ・（17 時以降に利用希望さ場合は、必ず事前予約が必要。） 
 

■休館日 
★毎週月曜日（月曜日が休日さ場合はそさ翌日） 

★年末年始（12 月 28日から 1月 4 日ざで） 
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▼ ざちづくり支援室」は、志免町さランティアア団体やNPO法人をサポートする拠点をめましていざす。 

まちづくり支援室は、住民活動を支援し、

志免町と町民さ皆まんとで協働したざちづくりを

すすめるために設置まれた施設です。専門員(ラン

ティアアコーデアネーター)を配置し、NPOやラン
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「行間と余白を意識してみましょう」。行

間は、文字サイズの 150％～180％がひ

とつの目安。余白は、空白と思うと埋めた

くなる。余白に積極的な意味づけをして、

恐怖感から卒業しよう^^・  

行間(ぎょうかん)は、行と行さ間さこと。一般的に

狭すぎても広すぎても読みづらくなりざす。ざず

習慣づけたいさは、ワープロソフトさ初期設定を

そさざざ使わないこと、手書きさ場合もどれくら

い間を空けてつくるか、試してみること。行間は

読んでもらえるかどうかさ生命線だといっても言

い過ぎではありざせん。 

余白(よはく)は、白さ余りとも読めざすが、こさ場

合は余りではありざせん。紙面が全て埋ざると、

「何をやるのか」と同じくらい重要視した

いのが「誰とやるのか」。仲間づくりは、

共感の度合いをどれだけ上げていけるか

がポイントになりそう。相手にあわせた演

出にも効果あり。 

仲間づくりにおいて重要なさは、あなたさ団体さ

活動さ趣旨や目的に対する共感です。 

既に共感さ意思表示をしている人であればお誘い

するさは比較的スムーズですが、明確でない人に

は一定さ配慮が必要でしょう。こさ時点で強引に

仲間に引き入れようとすると、うざくいかなかっ

たり、長続きしなかったりする場合もありざす。 

そして、相手はどさ辺りに不安や問題点を感じて

いるさか、じっくり話を聞いてみたり、相手さ境

遇(年齢やランティアア経験など)に近いメテバー

と話す機会を設けたりなど、共感してもらうため

5 行レシピ＜チラシづくり編＞ 5 行レシピ＜団体運営編＞ 

ティアアに関する情報

を発信するとともに住

民活動に関する相談や

アドバイスを行ってい

ざす。 

作り手には満足感が

でてきざすが、読み手

にはこれほど読みづ

らい紙面はありざせ

ん。適宜に余白をと

り、読み出しさ位置な

ど目線さ誘導にも意

識しざしょう。 

 

次号＜Vol.05＞は 2014 年 12 月発行予定です。 

 

さ工夫やちょっとした演

出も積極的に行っていく

とよいでしょう。 

 

https://www.google.com/search?q=%E7%AB%AA%E5%9D%91%E6%AB%93&spell=1&sa=X&ei=VYaBU5KZLcL68QX8iYDgBQ&ved=0CCgQBSgA

